
正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈

月
借
銭
解
編

第
六
分
冊

宮

川

久

美

M
IY
A
G
A
W
A
H
isam

i

—　1　—



正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈

月
借
銭
解
編

第
六
分
冊

（

）

The
Japanese

R
eading

ofC
hinese

Texts
in
the
B
ook

of
Japanese

of
G
esshakusen-ge

partof
Shoso-in-m

onjo

and
Explanatory

N
otes

on
it

宮

川

久

美

M
IY
A
G
A
W
A
H
isam

i

キ
ー
ワ
ー
ド手

実

定

番
上

要
須

大
刀
身

相
知
受

大
生
子
敷

借
貸

—　2　—

正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第六分冊



目
次

は
じ
め
に

第
一
分
冊
の
1

凡
例

第
一
分
冊
の
1

月
借
銭
解
に
つ
い
て

第
一
分
冊
の
2

参
考
文
献

第
一
分
冊
の
6

本
文
編
（
第
六
分
冊
で
は

～

の
み
）

第
六
分
冊
の

51

70

4

補
注

（
「
毎
」
と
「
別
」
）
、

（
受

相
受

専
受

請

専
請

給

専
給

専
）
、

（
返
済
期
限
を
示
す
表
現
）

第
一
分
冊
の

1

2

3

30

補
注

（
～
成
す
・

成
し
）
、

（
在
物
板
屋
）
、

（
生
死
同
心
）

第
二
分
冊
の

4

5

6

22

補
注

（
大
生
子
敷
）
、

（
借
貸
）

第
六
分
冊
の

7

8

46

参
考
文
献
追
加

第
二
分
冊
の
25

月
借
銭
解
総
目
録

第
二
分
冊
の
26
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音
太
部
野
上
月
借
銭
解

十
九
ノ
二
九
六
～
二
九
七

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

51

87

訓
読
文

音
太
部
野
上
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
文

壹

音
太
部
野
上
伍
伯
文

刑
部
真
主
伍
伯
文

右
の
二
人
同
心
に
し
而
一
箇
月
を
限
り
て
請
ふ
こ
と
件
の
如
し
。
仍
り
て
具
さ
に
状

て

を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
十
二
月
三
日

「
員
に
依
り
て
行
へ

葛

井

典

之

」

（
別
筆
・
朱
）

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

注
釈か

ら

ま
で
月
借
銭
解
が
貼
り
次
が
れ
て
お
り
、
紙
継
ぎ
目
に
「
養
」
（
上
馬
養

51

74

の
サ
イ
ン
）
の
裏
書
き
あ
り
。
『
大
日
本
古
文
書
』
は
こ
れ
ら
を
「
経
師
等
月
借
銭

解
継
文
」
と
名
付
け
て
い
る
。
本
稿
は
原
則
と
し
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名

に
従
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
月
借
銭
解
を
差
し
出
し
た
人
の
名
が
わ
か
る
よ
う
に
文

書
名
を
付
し
た
。
以
下
、

ま
で
同
じ
。

74

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

音
太
部
野
上

お

と

ほ

べ

の

の

が

み

38
51
65
87
98

38

経
師
。
天
平
宝
字
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解

刑
部
真
主

お
さ
か
べ
の
ま
ぬ
し

で
は

に
見
え
る
。

32
51
79
102
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の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。

右
二
人
同
心

9

6

造
東
大
寺
司
主
典
葛
井
荒
海
が
財
源
と
し
て
提
供
し
た
銭
で
あ
る
こ
と

葛
井
典
之

を
示
す
注
記(

『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
所
収

山
下
有
美
「
月
借
銭
再
考
」
に

よ
る)

。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

＊
別
筆
は
写
真
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
『
大
日
本
古
文
書
』
に
よ
る
。
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丈
部
濱
足
月
借
銭
解

十
九
ノ
二
九
七
～
二
九
八

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

52

86

訓
読
文

丈
部
濱
足
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
文
〈
利
者
百
卅
〔
文
〕
〉

質
物
は
〔
家
〕

〈
地
十
六
分
之
半

壹

壹
區

は

板
屋
三
間

右
京
三
條
三
坊
に
在
り
。
口
分
田
三
町
八
段
葛
下
郡
に
在
り
〉

右
、
一
箇
月
を
限
り
て
本
利
並
び
に
将
に
進
上
せ
む
。
若
し
期
日
過
ぎ
な
者
妻
子

ば

等
質
物
を
成
し
賣
り
て
數
の
如
く
将
に
進
納
せ
む
。
仍
り
て
状
を
録
し
て
解
す
。

寳
龜
三
年
十
一
月
廿
七
日

専
受

濱
足

男
乙
人
麻
呂

益
人

奥
人

償
人

他
田
嶋
万
呂

石
川
宮
衣

金
月
足

「
十
二
月
廿
五
日
を
以
て
一
千
一
百
廿
五
文
を
納
む
。
〈
一
千
文
は
本
、
一
百
廿
五

（
返
済
記
録
・
朱
）

文
は
廿
七
日
の
利
〉
」

注
釈

一
区
画
の
土
地
建
物

家
一
區

本
も
利
も
両
方
と
も
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

本
利
並

1

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照

若
期
日
過
者

1

「
等
」
の
字
体
、
写
真
参
照
。
期
日
に
返
済
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
妻
子

妻
子
等

等
が
、
質
の
家
一
区
と
葛
下
郡
に
あ
る
口
分
田
を
売
却
し
て
返
済
す
る
と
い
う
意
味
。
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経
師
。
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
に
見
え
る
。
月
借
銭
解

丈

部

濱

足

は
せ
つ
か
べ
の
は
ま
た
り

で
は

に
見
え
る
。

2
29
34
52
62
66
75
91
103
104
106

丈
部
忌
寸
益
人

経
師
。
丈
部
忌
寸
濱
足
の
息
子
。
神
護
二
年
か
ら
宝
亀
七

益
人

ま
す
ひ
と

は
せ
つ
か
べ
の
い
み
き
ま
す
ひ
と

年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

42
52
101

経
師
。
丈
部
忌
寸
濱
足
の
息
子
。
宝
亀
六
年
か
ら
七
年
、
奉
写
一
切
経
所
に

奥
人

お
き
ひ
と

出
仕
し
た
。

債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
人
。
「
保
人
」

償
人

（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。
嶋
麻
呂
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え
る
。

他
田
嶋
万
呂

お

さ

だ

の

し

ま

ま

ろ

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

7
49
52
57
98
103

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

石
川
宮
衣

い
し
か
わ
み
の
や
ぎ
ぬ

33
52
71
75
90

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

の
注
釈

金
月
足

こ
む
の
つ
き
た
り

3
29
42
52
66
68
83
91
101
104

3

参
照
。

一
人
で
こ
の
借
銭
を
受
け
取
り
、
債
務
を
負
う
こ
と
を
表
す
。

の
注
釈
お

専
受

2

よ
び
補
注

参
照
。

2
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大
坂
廣
川
月
借
銭
解

十
九
ノ
二
九
八
～
二
九
九

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

53

85

訓
読
文

合
は
せ
て
八
百
文

質
は
布
三
端

右
の
錢
は
料
を
給
は
ら
む
日
を
限
り
て
即
ち
數
に
依
り
て
進
上
せ
む
。
仍
り
て
状

を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
十
二
月
一
日

専

大
坂
廣
川

償
人

答
他
虫
麻
呂

「
員
に
依
り
て
行
へ

二
百
文
は
布
の
直
之
内

二
百
文
は
出
舉
之
内

一
百
文

（
別
筆
１
・
朱
）

は
葛

井

典

三
百
文
は
石
之
」

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん

い
は
な
り

「
同
月
廿
四
日
を
以
て
八
百
七
十
文
を
納
む
。
〈
八
百
文
は
本
、
七
十
文
は
廿
四
日

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

之
利
〉
」

「
十
八
文

廿
日
利
十
八
文

廿
日
利
五
文

廿
七
文
」

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

注
釈

、

の
注
釈
お
よ
び
補
注
参
照
。

限
料
給
日

1

4

「
す
な
は
ち
」
は
「
即
刻
、
す
ぐ
さ
ま
」
の
意
。

即

経
師
。

参
照
。

大
坂
廣
川

お
ほ
さ
か
の
ひ
ろ
か
は

12

債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
人
。
「
保
人
」

償
人

（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。

参
照
。

答
他
虫
麻
呂

た

ふ

だ

の

む

し

ま

ろ

35

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
依
行
員
」
に
起
こ
す
が
、
「
依
員
行
」
。
写
真

依
員
行

参
照
。
申
し
出
の
員
の
通
り
、
貸
し
出
せ
、
の
意
。

か
ず
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貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
す
注
記
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

二
百
文
布
直
之
内

1

貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
す
注
記
。
『
日
本
古
代
の
王
権
と
社

二
百
文
出
舉
之
内

会
』
所
収

山
下
有
美
「
月
借
銭
再
考
」
に
よ
る
と
「
出
挙
之
内
」
は
「
司
」
、

「
一
切
」
と
同
じ
財
源
を
指
し
、
い
ず
れ
も
奉
写
一
切
経
司
か
ら
将
来
さ
れ
た
も
の

と
す
る
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

造
東
大
寺
司
主
典
葛
井
荒
海
が
財
源
と
し
て
提
供
し
た
銭
で
あ
る
こ

一
百
文
葛
井
典

と
を
示
す
注
記(

山
下
有
美
「
同
」)

。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

貸
し
出
す
金
の
財
源
が
「
石
勝
」
の
銭
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記(

山

三
百
文
石
之

下
有
美
「
同
」)

。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

＊
返
済
記
録

は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
二
百
文
は
布
の
直
之
内
」
「
二
百
文
は
出
舉
之

2

内
」
「
一
百
文
は
葛
井
典
」
「
三
百
文
は
石
之
」
の
傍
ら
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
月

二
十
四
日
に
納
め
た
利
息
七
十
文
の
帰
属
す
べ
き
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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大
伴
真
尋
月
借
銭
解

一
九
ノ
二
九
九
～
三
〇
〇

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

54

84

訓
読
文

大
伴
真
尋
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
肆

文
〈
一
百
文
に
利
十
三
文
を
加
ふ
。
質
物
は
布
二
端
〉

佰

右
の
錢
は
月
借
受
け
給
は
る
こ
と
件
の
如
し
。
手
実

仍
り
て
以
て
解
す
。

に

寳
龜
三
年
十
二
月
廿
五
日

償

刑
部
廣
濱

（
自
署
）

「
員
に
依
り
て
行
へ

葛

井

典

之

上
馬
養
」

（
別
筆
１
・
朱
）

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

「
七
」

（
別
筆
２
・
朱
）

「
四
月
三
日
を
以
て
五
百
五
十
六
文
を
納
む
〈
四
百
文
は
本
、
一
百
五
十
六
文
は
三

（
返
済
記
録
・
朱
）

月
の
利
〉
」

注
釈

装
潢
。
真
廣
に
も
作
る
。
宝
亀
二
年
、
奉
写
一
切
経
所
に
出
仕
。
宝
亀

大
伴
真
尋

お
ほ
と
も
の
ま
ひ
ろ

三
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

54
63

「
佰
」
の
字
体
は
一
画
少
な
い
字
体
。
写
真
参
照
。

肆
佰
文

語
順
が
日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。

月
借
受
給

こ
こ
で
い
う
手
実
と
は
自
分
で
書
い
て
提
出
し
た
書
類
の
こ
と
で
、

仍
手
實
以
解

当
該
の
月
借
銭
解
を
指
す
。
月
借
銭
解
の
書
き
留
め
文
言
は
「

注
状
〔
謹
〕
以

仍

解
」
が
最
も
多
く
、
「

具
注
以
〔
謹
〕
解
」
、
「

注
〔
具
〕
事
状
以
〔
謹
〕

仍

仍

仍

解
」
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
類
型
化
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「

は
た
だ
一
例
の
珍
し
い
例
で
あ
る
。
月
借
銭
解
の
こ
と
を
手
実
と
し
た
例

手
実
以
解
」

は
、
こ
れ
以
外
で
は

「
利
依
進
置
手
実
月
日
」
と

「

注
状

の
二
例
の

仍

灼
手
実
」

36

80
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み
で
あ
る
。

償
人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。
「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

装
潢
。

に
見
え
る
。

参
照
。

刑
部
廣
濱

お
さ
か
べ
の
ひ
ろ
は
ま

4
13
54
57
58
83
107

4

造
東
大
寺
司
主
典
葛
井
荒
海
が
財
源
と
し
て
提
供
し
た
銭
で
あ
る
こ

葛

井

典
之

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

と
を
示
す
注
記(

『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
所
収

山
下
有
美
「
月
借
銭
再

考
」)

。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

＊
別
筆

は
、
日
付
「
五
」
の
右
側
に
朱
で
訂
正
し
た
も
の
で
、
判
許
の
際
に
二
十

2

七
日
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
返
済
記
録

大
日
古
は
「
四
百
之
本
」
と
翻
刻
し
て
「
文
脱
」
と
す
る
が
、

「
之
」
は
「
文
」
の
翻
刻
の
誤
り
。
「
三
日
利
」
は
「
三
月
利
」
の
翻
刻
の
誤
り
。
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僧
行
芬
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
〇

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

55

83

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
伍
佰
文
〈
一
月
の
利
は
六
十
五
文
〉
質
物
は
板
屋
一
間

右
件
の
錢
は
一
箇
月
を
限
り
て
本
利
員
に
依
り
て
進
上
せ
む
。
仍
り
て
事
の
状
を

み

ぎ

注
し
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
一
日

僧
行
芬

「
布
師
千
尋
」

（
自
署
）

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
六
百
五
十
二
文
を
納
む
。
〈
五
百
文
は
本
。
一
百
五
十
二

（
返
済
記
録
・
朱
）

文
は
二
月
又
十
日
の
利
〉
」

注
釈

「
佰
」
の
字
体
は
一
画
少
な
い
字
体
。
写
真
参
照
。

伍
佰
文

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

僧
行

芬

ぎ
ゃ
う
ふ
ん

東
大
寺
写
経
所
官
人
。

参
照
。

布
師
千
尋

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

ぬ

の

し

ち

ひ

ろ

31
36
55
67
81

31

こ
こ
で
の
署
名
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
不
明
。

奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参

司

1

照
。
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念
林
宅
成
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
一

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

56

82

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
伍
佰
文
〈
一
月
の
利
は
六
十
五
文
。
質
物
は
給
は
る
可
き
料
の
布
者
〉

べ

な
り

右
一
月
の
内
を
限
り
て
請
ふ
こ
と
件
の
如
し
。
仍
り
て
状
を
注
し
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
十
日

念
林
宅
成

償
「
大
坂
廣
川
」

（
自
署
）

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
二
月
五
日
を
以
て
六
百
七
十
四
文
を
納
む
。
〈
五
百
文
は
本
。
一
百
七
十
四
文

（
返
済
記
録
・
朱
）

は
二
月
又
廿
日
の
利
〉
」

注
釈

経
師
。

参
照
。

念
林
宅
成

ね
ん
り
ん
や
か
な
り

12

償
人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。

「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。

参
照
。

大
坂
廣
川

お
ほ
さ
か
の
ひ
ろ
か
は

12

奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参

司

1

照
。
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壬
生
廣
主
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
一
～
三
〇
三

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙
～

紙

57

81

80訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
捌
伯
文
〈
利
は
毎
百
文
に
十
三
文
を
加
ふ
〉
質
物
は
布
陸
端

壹

ひ
ゃ
く
も
ん
ご
と

右
の
錢
は
料
を
給
は
ら
む
日
を
限
り
て
将
に
進
納
せ
む
。
仍
り
て
状
を
具
さ
に
注

し
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
十
日

専
請
人

壬
生
廣
主

償
人
「
他
田
嶋
万
呂
」

「
八
木
宮
主
」

「
物
部
常
石
」

「
刑
部
廣
濱
」

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
二
月
二
日
を
以
て
一
千
三
百
廿
四
文
を
納
む
。
〈
七
百
文
は
本
。
六
百
廿
四

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

文
は
二
月
又
廿
日
の
利
〉

定
一
千
一
百
文
」

の
こ
り

「
同
月
廿
四
日
を
以
て
一
千
九
十
六
文
を
納
む
。
〈
一
千
文
は
本
。
九
十
六
文
は

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

廿
日
之
利
〉一

百
文

余
廿
九
文
」

「
四
年
四
月
四
日
を
以
て
一
百
卅
九
文
を
納
む
。
〈
一
百
文
は
本
。
卅
九
文
は
三

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

月
之
利
〉
」
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注
釈

、

の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

限
料
給
日

1

4

3

正
格
の
漢
文
の
語
順
は
「
具
注
状
」
。

の
注
釈
「
状
具
注
」
参
照
。

注
状
具

23

壬
生
廣
主
が
専
ら
借
銭
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
す
。
補
注
参
照
。

専
請
人

経
師
。
天
平
宝
字
五
年
～
六
年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に

壬
生
廣
主

み
ぶ
の
ひ
ろ
し
ぬ
し

57
80
87

見
え
る
。債

務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
人
。
「
保
人
」

償
人

（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。
嶋
麻
呂
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え
る
。

他
田
嶋
万
呂

お

さ

だ

の

し

ま

ま

ろ

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

7
49
52
57
98
103

装
潢
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

八
木
宮
主

や
ぎ
の
み
や
ぬ
し

13
43
57
58
75
80
83

13

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

物
部
常
石

も
の
の
べ
の
と
こ
い
は

49
57
63
76
96

49

装
潢
。

に
見
え
る
。

参
照
。
『
大
日
本
古
文

刑
部
廣
濱

お
さ
か
べ
の
ひ
ろ
は
ま

4
13
54
57
58
83
107

4

書
』
は
「
刑
」
の
字
を
翻
刻
し
て
い
な
い
が
、
写
真
で
よ
く
見
え
る
。

奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参

司

1

照
。

残
り
の
意
。
一
貫
八
百
文
か
ら
元
本
の
七
百
文
を
返
済
し
た
残
り
の
債
務
が

定一
千
一
百
文
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。
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刑
部
廣
濱
八
木
宮
主
等
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
三
～
三
〇
四

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

58

80
訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
肆
伯
文
〈
利
は
月
別
に
三
百
十
二
文
〉
質
は
布
十
端

貳

つ
き
ご
と

刑
部
廣
濱

貫
文
〈
質
は
布
四
端
〉

八
木
宮
主

貫
文
〈
布
四
端
〉

壹

壹

箭
集
笠
麻
呂

伯
文
〈
布
一
端
〉

葦
浦
継
手

佰
文
〈
布
一
端
〉

貳

貳

以
前
の
人
等
料
を
給
は
ら
む
日
を
限
り
て
四
人
同
心
に
し
て
進
納
せ
む
。
仍
り
て
状

を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
七
日

「
刑
部
廣
濱
」

（
自
署
）

「
八
木
宮
主
」

「
箭
集
笠
麻
呂
」

「
葦
浦
継
手
」

「
八
日

錢
一
貫
四
百
文
を
下
す
。
〈
一
貫
は
八
木
宮
主

二
百
文
は
箭
集
笠
万

（
別
筆
１
・
朱
）

呂

二
百
文
は
葦
浦
継
手

並
び
に
葛

井

典

之
〉
」

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

「
又
同
日
一
貫
を
下
す
。
〈
七
百
文
は
葛
井
典
之
。
三
百
文
は
司
。
刑
部
廣
濱
に

（
別
筆
２
・
朱
）

充
つ
〉
」

生
死

（
「
四
人
同
心
」
の
「
四
」
の
右
に
。
返
済
記
録
は
上
か
ら
重
ね
書
き
）

（
別
筆
３
・
朱
）

「
十
一
月
廿
七
日
を
以
て
二
百
六
十
五
文
を
納
む
。
二
百
文
は
本
。
六
十
五
文
は
二

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

月
又
十
五
日
の
利
」

「
十
一
月
廿
七
日
を
以
て
二
百
六
十
五
文
を
納
む
。
二
百
文
は
本
。
六
十
五
文
は

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

利
。
」

「
十
一
月
廿
九
日
、
一
千
三
百
卌
文
を
納
む
。
一
千
文
は
本
。
三
百
卌
七
文
は
二

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

月
又
廿
日
の
利
」

「
十
一
月
卅
日
、
五
百
卌
七
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
。
三
百
卌
七
文
は
二
月

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

又
廿
日
の
利
〉
」
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「
十
一
月
卅
日
、
四
百
卌
七
文
を
納
む
。
二
百
文
は
本
。
二
百
卌
七
文
は
二
月
又

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

廿
日
利

」

「
十
一
月
卅
日
、
一
百
四
文
を
納
む
。
二
月
又
廿
日
の
利
」

（
返
済
記
録
６
・
朱
）

「
十
二
月
廿
日
を
以
て
八
百
七
十
五
文
を
納
む
。

（
返
済
記
録
７
）

五
百

文

葛
井
典
〈
五
百
文
は
本
。

四
文
は
廿
日
の
利
〉

卌
四

卌

三
百
卅
一
文
は
出
舉
之
内
〈
三
百
文
は
本
。
卅
一
文
は
廿
日
の
利
〉
」

「
十
二
月
廿
二
日
を
以
て
八
百
七
十
五
文
を
納
む
。
〈
八
百
文
は
本
。
七
十
五
文
は

（
返
済
記
録
８
・
朱
）

廿
日
の
利
〉
」

注
釈

月
ご
と
に
、
一
月
に
つ
き
、
一
月
あ
た
り
、
の
意
。

の
注
釈
・
補
注

参

月
別

1

1

照
。

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。

四
人
同
心

9

6

装
潢
。

に
見
え
る
。

参
照
。

刑
部
廣
濱

お
さ
か
べ
の
ひ
ろ
は
ま

4
13
54
57
58
83
107

4

装
潢
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

八
木
宮
主

や
ぎ
の
み
や
ぬ
し

13
43
57
58
75
80
83

13

経
師
。

参
照
。

箭
集
笠
麻
呂

や

つ

め

の

か

さ

ま

ろ

30

経
師
。

に
見
え
る
。

参
照
。
『
大
日
本
古
文
書
』
は

葦
浦
継
手

あ
し
う
ら
の
つ
ぎ
て

30
46
58
87

30

「
繼
」
に
起
こ
す
が
、
常
用
漢
字
の
字
体
。
写
真
参
照
。

、

の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

限
料
給
日

1

4

3

造
東
大
寺
司
主
典
葛
井
荒
海
が
財
源
と
し
て
提
供
し
た
銭
で
あ
る
こ

葛

井

典
之

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

と
を
示
す
注
記(

『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
所
収

山
下
有
美
「
月
借
銭
再

考
」)

。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1
奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参

司

1

照
。

＊
別
筆

は
別
筆

・

と
同
様
、
朱
で
書
か
れ
て
い
る
。
提
出
さ
れ
た
解
文
に
貸

3

1

2

出
記
録
を
記
入
す
る
際
に
、
貸
し
出
す
側
で
「
四
人
同
心
」
よ
り
も
「
四
人
生
死
同

心
」
の
方
が
よ
い
と
考
え
て
書
き
足
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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秦
吉
麻
呂
大
坂
廣
川
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
四
～
三
〇
五

続
々
修
四
十
―
一
裏
第

紙

59

79訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
壹
貫
参

文
〈
別

百
に
利
十
三
文
〉

佰

ひ
ゃ
く
ご
と

秦
吉
麻
呂
〈
質
物
は
布
三
端

錢
捌

文
〉

佰

大
坂
廣
川
〈
質
物
は
布
二
端

錢
伍

文
〉

佰

右
、
料
を
給
は
ら
む
時
に
當
り
て
本
利
并
せ
て
進
納
せ
む
と
解
す
。
仍
り
て
状
を
注

し
て
以
て
解
す
。
（
追
筆
）
二
人
同
意
し
て
請
ひ
解
す
。

寳

三
年
九
月
八
日

龜

秦
吉
麻
呂

大
坂
廣
川

「
同
日
四
百
文
を
下
す
。
〈
二
百
文
は
雑
用
の
内

又
二
百
文
は
出
舉
之
内
。
二
百

（
別
筆
１
・
朱
）

文
は
調
布
の
直
の
内
〉
」

「
又
銭
九
百
文
を
下
す
。
〈
葛

井

典

之
〉
」

（
別
筆
２
・
朱
）

ふ
ぢ
ゐ
の
さ
く
ゎ
ん
な
り

「
葛
井
典
」

（
別
筆
３
）

「
十
一
月
廿
七
日
を
以
て
一
千
六
十
文
を
納
む
。
八
百
文
は
本
、
二
百
六
十
文
は
二

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

月
又
十
五
日
の
利
」

「
十
一
月
廿
七
日
を
以
て
一
千
六
十
文
を
納
む
。
〈
八
百
文
は
本
、
二
百
六
十
文
は

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

二
月
又
十
五
日
の
利
〉
」

「
十
一
卅
日
を
以
て
一
百
九
十
五
文
を
納
む
。
〈
五
百
文
之
三
月
之
利
〉
」

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

「
十
二
月
一
日
を
以
て
一
百
廿
六
文
を
納
む
。

四
百
文
之
三
月
之
利
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

「
十
二
月
一
日
を
以
て
卅
九
文
を
〔
納
む
。
〕

一
百
文
之
三
月
之
利
」

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

「
三
月
之
利
七
十
八
文
」

（
返
済
記
録
６
・
朱
）
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「
三
月
利
七
十
八
文

」

（
返
済
記
録
７
・
朱
）

注
釈

「
参
」
の
字
体
は
写
真
参
照
。
桑
原
祐
子
『
正
倉
院
文
書
の
国
語
学

壹
貫
参
佰
文

的
研
究
』
「
文
字
の
形
と
語
の
識
別

「
参
」
の
二
つ
の
字
形

」
参
照
。

ー

ー

「
佰
」
も
一
画
少
な
い
字
体
。
写
真
参
照
。

百
文
ご
と
に
の
意
。
正
格
の
漢
文
で
は
「
百
別
」
と
あ
る
べ
き
。
補
注
参
照
。

別
百

経
師
。
天
平
勝
宝
二
年
か
ら
宝
亀
四
年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

秦
吉
麻
呂

は
た
の

よ

し

ま

ろ

59

に
見
え
る
。

75
83
84

経
師
。

参
照
。

大
坂
廣
川

お
ほ
さ
か
の
ひ
ろ
か
は

12

「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
月
借
銭
解
中
、

と

の
「
并
加
本
利
」

本
利
并

30

49

の
み
、
正
格
の
語
順
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1

生
死
同
心
、
死
生
同
心
な
ど
と
も
い
う
。

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等

二
人
同
意

9

生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。

6

貸
し
出
す
金
の
財
源

二
百
文
雑
用
内

又
二
百
文
出
舉
之
内

二
百
文
調
布
直
内

を
示
す
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

＊
別
筆

葛
井
典
は

行
目
の
「
大
坂
廣
川
」
の
左
側
の
返
済
記
録

の
下
に
書

3

4

3

か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
返
済
を
確
認
し
た
と
い
う
意
味
の
署
名
か
ど
う
か
よ
く
分
か

ら
な
い
。

＊
返
済
記
録

は

行
目
の
秦
吉
麻
呂
の
名
の
下
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

1

3

＊
返
済
記
録

は

と
同
じ
内
容
の
こ
と
を
「
又
下
銭
九
百
文
」
の
下
に
記
入
し
て

2

1

い
る
。

と
同
時
に
記
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

1

＊
返
済
記
録

（

行
目
の
大
坂

）
と

（
別
筆

の
下
）
と

（
大

廣
川
の
左
側

3

4

4

1

5

坂

日
下
署
名
の
下
）
は
、
合
計
一
貫
三
百
文
に
対
す
る
三
月
分
の
利
子
の
＊

廣
川
の

返
済
記
録
。
大
日
古
は
九
百
文
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
五
百
文
の
誤
り
。
写
真
参
照
。

＊
返
済
記
録

は
「
又
二
百
文
出
舉
之
内
」
の
下
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
百
文

5

に
対
す
る
三
月
分
の
利
子
が
七
十
八
文
で
あ
る
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
。

＊
返
済
記
録

は
「
二
百
文
調
布
直
内
」
の
下
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
百
文
に

7

対
す
る
三
月
分
の
利
子
が
七
十
八
文
で
あ
る
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
。
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物
部
首
乙
麻
呂
唐
廣
成
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
五
～
三
〇
六

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

60

78

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

〈
月
別
に
利
は
一
百
九
十
五
文
。
質
物
は
佐
村
板
二
間
屋
〉

合
は
せ
て
壹
貫
五
百
文

つ
き
ご
と

右
件
の
錢
者
十
月
の
内
に
冬
の
衣
服
を
給
は
り
て
即
ち
絁
一
匹
半
、
本
利
并
せ
て
将

み

ぎ

は

に
進
上
せ
む
。
仍
り
て
状
を
注
し
て
以
て
謹
み
て
申
す
。

寳
龜
三
年
九
月
八
日

物
部
首
乙
麻
呂
〈
一
貫
文
〉

唐
廣
成
〈
五
百
文
〉

償
人

三
嶋
舩
長

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
月
十
日
、
一
千
六
百
九
十
五
文
を
納
む
。
〈
一
千
五
百
文
は
本
。
百
九
十
五
文

（
返
済
記
録
・
朱
）

は
一
月
の
利
〉
」
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注
釈

一
月
に
つ
き
。

補
注

「
毎
」
と
「
別
」
参
照
。

月
別

1

質
物
は
佐
村
の
板
屋
二
間
の
意
だ
ろ
う
。
「
板
屋
二
間
」
（

佐
村
板
二
間
屋

2
14

）
「
板
屋
一
（

）
間
」
（

）
「
板
屋
五
間
」
（

）
「
板
屋
一
間
四

壹

22

15
55
67
72

45

間
」
（

）
「
板
屋
三
間
」
（

）
「
板
屋
壱
宇
」
（

）
と
い
う
表
現
が
普
通
で

49

52

9

あ
る
。

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

お
よ
び
補
注

参
照
。

冬
衣
服
給

4
9
18
17

3

「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
月
借
銭
解
中
、

と

の
「
并
加
本
利
」

本
利
并

30

49

の
み
、
正
格
の
語
順
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1

瓦
工
。
乙
万
呂
に
も
作
る
。
天
平
宝
字
三
年
、
造
東
大
寺
司
造
瓦

物
部
首
乙
麻
呂

も

の

の

べ

の

を

と

ま

ろ

所
の
瓦
工
と
見
え
る
。
宝
亀
三
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え

る
。

漆
工
。
辛
に
も
作
る
。
天
平
宝
字
二
年
、
経
師
辛
広
浜
の
弟
と
し
て
見
え

唐
廣
成

か
ら
の
ひ
ろ
な
り

る
。
宝
字
三
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
人
。
「
證
」
と
書
い

償
人

て
抹
消
し
、
「
償
」
と
書
き
直
し
て
い
る
。
「
證
人
」
は
事
実
を
証
明
す
る
人
。

「
保
人
」
（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る

207

（
雑
令

）
。

19

宝
字
六
年
頃
、
造
東
大
寺
司
に
奉
仕
し
た
。
同
六
年
、
東
大
寺
造
物
所

三
嶋
舩
長

み
し
ま
の
ふ
ね
な
が

の
使
い
と
な
っ
た
。
月
借
銭
解
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参

司

1

照
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山
部
針
間
麻
呂
・
大
友
路
麻
呂
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
六
～
三
〇
七

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

61

77

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
貮
貫
文
〈
別
月
に
壹
貫
文
に
利
百
卅
文
を
加
ふ
。
〉

つ
き
ご
と

山
部
針
間
麻
呂

壹
貫
文

大
友
路
麻
呂

壹
貫
文

右
件
の
錢
は
布
施
を
給
は
ら
む
時
を
望
み
て
本
利
并
せ
て
将
に
進
納
せ
む
。
仍

み

ぎ

り
て
二
人
等
死
生
同
心
に
し
て
状
を
具
さ
に
注
し
て
以
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
八
日

山
部
針
間
麻
呂

大
友
路
麻
呂

「
員
に
依
り
て
行
へ

〈
一
千
三
百
文
は
司
。
七
百
文
は
石
〉
」

（
別
筆
・
朱
）

つ
か
さ

い
は

「
十
一
月
廿
三
日
を
以
て
一
千
文
を
納
む
。
五
百
文
は
本
、
三
百
廿
五
文
は
二
月
又

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

十
五
日
の
利
」

「
三
百
文
は
司

十
一
月
廿
七
日
を
以
て
七
百
文
〔
を
納
む
〕
石
之

四
百
七
十
文

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

は
本
、
二
百
卅
文
は
二
月
又
十
五
日
の
利
」

「
定
五
百
卅
文
」

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

「
未
納
二
百
卅
文

利
三
百
廿
二
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

「
十
二
月
廿
五
日
を
以
て
七
百
二
文
を
納
む
〈
五
百
卅
文
は
本
、
大
友
之
進
る
な
り
。

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

一
百
七
十
二
文
は
二
月
又
十
五
日
の
利

余
卌
八
文
〉
」

「
三
百
九
十
八
文
は
司

之

〈
三
百
文
は
本

九
十
八
文
は
二
月
又
十
五
日
の
利
〉

（
返
済
記
録
６
・
朱
）

つ
か
さ
な
り

三
百
四
文
は
石
之

」

い
は
な
り

「
十
二
月
廿
五
日
を
以
て
山
部
針
間
万
呂
五
百
六
十
五
文
〔
を
納
む
〕
〈
五
百
文
は

（
返
済
記
録
７
・
朱
）

本
、
六
十
五
文
は
一
月
之
利

余
一
百
八
十
五
文
〉
」
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注
釈

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

「
望
」
は
「
至
」
「
到
」
に
同
じ
。
布
施
を
給
わ
る
時
に
な
っ
た
ら
、

望
布
施
給
時

の
意
。

の
注
釈
お
よ
び
補
注
参
照
。

4
「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
月
借
銭
解
中
、

と

の
「
并
加
本
利
」

本
利
并

30

49

の
み
、
正
格
の
語
順
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1
経
師
。
返
済
記
録
で
は
針
間
万
呂
に
作
っ
て
い
る
。
月
借
銭
解
で

山
部
針
間
麻
呂

や

ま

べ

の

は

り

ま

ま

ろ

は

に
見
え
る
。

参
照
。

22
29
33
61
72
75
76
106

22

経
師
・
装
潢
。

に
見
え
る
。

参
照
。
「
友
」
の
字
は
一

大
友
路
麻
呂

お
お
と
も
の
み
ち
ま
ろ

21
32
61
86

21

画
多
い
字
体
。
写
真
参
照
。

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。
『
大

死
生
同
心

9

6

日
本
古
文
書
』
は
転
倒
符
を
付
し
て
い
る
が
、
写
真
で
は
見
え
な
い
の
で
、
な
い
も

の
と
し
て
訓
ん
だ
。

「
状
注
具
」
と
し
て
「
注
」
の
右
側
に
転
倒
符
を
付
け
て
い
る
。
書
き
誤

注
状
具

り
に
気
づ
い
て
直
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
「
具
」
の
位
置
が
正
し
く
な
い
。

「
具
注
状
」
が
正
格
の
漢
文
の
語
順
。

の
注
釈
「
状
具
注
」
参
照
。

23

貸
し
出
す
金
の
財
源
が
、
一
千
文
は
奉
写
一
切
経
司
、
七

一
千
文
司

七
百
文
石

百
文
は
石
勝
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

残
り
の
意
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

定＊
返
済
記
録

山
部
針
間
麻
呂
の
返
済
記
録
。

1

＊
返
済
記
録

大
友
路
麻
呂
の
一
回
目
の
返
済
記
録
。
返
納
し
た
七
百
文
の
内
訳

2

が
、
四
百
七
十
文
は
元
本
、
二
百
卅
文
は
利
子
。
こ
れ
ら
は
石
（
安
子
石
勝
か
）
へ

の
返
納
に
充
て
ら
れ
た
事
を
示
す
。
司
を
財
源
と
し
て
充
て
ら
れ
た
三
百
文
は
そ
の
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ま
ま
残
っ
て
い
る
。

＊
返
済
記
録

で
返
済
さ
れ
た
元
本
の
残
り
が
五
百
三
十
文
で
あ
る
こ
と
を
記

3

2

す
。

＊
返
済
記
録

別
筆
の
「
七
百
文
は
石
」
の
下
に
書
か
れ
、
「
石
勝
」
へ
返
納
す

4

べ
き
金
額
が
七
百
マ
イ
ナ
ス
四
百
七
十
文
で
あ
と
二
百
三
十
文
残
っ
て
い
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
「
利
三
百
廿
二
」
の
意
味
未
詳
。

＊
返
済
記
録

大
友
路
麻
呂
の
二
回
目
の
返
済
記
録
。
七
百
二
文
の
内
訳
が
五
百

5

三
十
文
は
元
本
、
百
七
十
二
文
は
二
ヶ
月
と
十
五
日
の
利
子
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。

「
余
卌
八
文
」
の
意
味
未
詳
。

＊
返
済
記
録

の
返
済
金
七
百
二
文
の
内
、
三
百
文
と
そ
の
利
子
九
十
八
文
計

6

4

三
百
九
十
八
文
が
司
へ
の
返
納
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
、
三
百
四
文
が
石
（
石
勝
）
へ

の
返
納
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
三
百
四
文
の
内
訳
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

二
百
三
十
文
が
元
本
で
七
十
四
文
が
利
子
で
あ
る
。

＊
返
済
記
録

山
部
針
間
万
呂
の
二
回
目
、
残
金
の
返
済
記
録
。
「
余
一
百
八
十

7

五
文
」
の
意
味
未
詳
。
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丈
部
濱
足
等
連
署
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
七
～
三
〇
八

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

62

76訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
伍
貫
肆
佰
文
〈
利
は
貫
別
に
百
卅
文
を
加
ふ
〉

ご
と

番
上

丈
部
濱
足

錢
壹
貫
文
〈
質
物
は
布
四
端
〉

古
兄
人

錢
壹
貫
文
〈
質
物
は
布
四
端
〉

桒
内
真
公

錢
壹
貫
文
〈
質
物
は
布
四
端
〉

坂
上
忌
寸
諸
人

錢
壹
貫
文
〈
質
物
は
布
四
端
〉

占
部
忍
男

錢
壹
貫
文
〈
質
物
は
布
四
端
〉

淡
海
金
弓

錢
肆
佰
文
〈
質
物
は
布
二
端
〉

右
の
錢
は
布
施
を
給
は
ら
む
時
に
到
ら
ば
本
利
共
に
将
に
進
納
せ
む
。

仍
り
て
六
人
の
署
名
を
取
り
、
謹
み
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
七
日

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
三
千
九
百
十
二
文
を
納
む
。
〈
三
千
文
は
本
、
九
百
十
二

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

文
は
利

二
月
又
十
日
の
利
〉

古
兄
人

坂
上
諸
人

占
部
忍
男

右
三
人
々
別
に
一
千
三
百
四
文
」

ひ
と
ご
と

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
三
百
文
を
納
む
。
二
月
又
十
日
の
利
」

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

「
未
」

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

「
未
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

「
同
月
廿
六
日
を
以
て
桒
内
真
公
一
千
三
百
五
文
を
納
む
。
〈
一
千
文
は
本
、
三
百

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

五
文
は
二
月
又
十
日
の
利
〉
」
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注
釈

毎
日
出
勤
す
る
「
長
上
」
に
対
し
、
分
番
方
式
（
番
を
作
っ
て
当
番
の
日
に

番
上

出
勤
す
る
）
で
勤
務
す
る
官
職
の
こ
と
。
舎
人
・
史
生
・
伴
部
・
使
部
・
六
位
以
下

散
位
等
。

経
師
。
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
に
見
え
る
。
月
借
銭
解

丈

部

濱

足

は
せ
つ
か
べ
の
は
ま
た
り

で
は

に
見
え
る
。

2
29
34
52
62
66
75
91
103
104
106

経
師
。
宝
亀
三
年
、
奉
写
一
切
経
所
に
出
仕
し
た
。
月
借
銭
解
で
は

古
兄
人

ふ
る
の
え
ひ
と

62
75

に
見
え
る
。

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

桒
内
真
公

く
は
う
ち
の
ま
ぎ
み

15
21
28
62
76
87
94
96
103

15

経
師
。
小
長
谷
坂
上
諸
人
に
も
作
る
。
宝
亀
二
年
八
月
か
ら
四
年

坂
上
忌
寸
諸
人

さ
か
が
み
の
い
み
き
も
ろ
ひ
と

に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

38
62
75
84

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

占
部
忍
男

う
ら
べ
の
お
し
を

14
49
62
86
98
103

14

淡
海
直
金
弓
。
経
師
。
天
平
十
年
か
ら
宝
亀
三
年
に
見
え
る
。
月
借
銭

淡
海
金
弓

あ
ふ
み
の
か
な
ゆ
み

解
で
は
、
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

布
施
を
給
わ
る
時
に
な
っ
た
ら
、
の
意
。
「
到
」
は
「
至
」
「
当
」

到
布
施
給
時

「
於
」
「
望
」
な
ど
と
同
じ
く
前
置
詞
用
法
。

の
注
釈
「
當
料
給
日
」
お
よ
び
補

4

注

参
照
。

3

元
本
も
利
息
も
と
も
に
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

本
利
共

1

＊
「
淡
海
金
弓

錢
肆
佰
文
〈
質
物
は
布
二
端
〉
」
は
一
次
文
書
と
し
て
は
生
き
て

い
る
が
、
提
出
さ
れ
た
段
階
で
、
朱
で
抹
消
さ
れ
、
冒
頭
の
「
合
は
せ
て
錢
伍
貫
肆

佰
文
」
も

「
肆
佰
」
が
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
淡
海
金
弓
は
借
金
し

て
い
な
い
。
写
真
参
照
。

＊
返
済
記
録

丈
部
濱
足
の
返
済
記
録
。
二
ヶ
月
と
十
日
の
利
子
の
み
支
払
っ
て

2

い
る
。

＊
返
済
記
録

・

十
一
月
二
十
四
日
の
時
点
で
、
返
済
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の

3

4

は
、
丈
部
濱
足
と
桒
内
真
公
な
の
で
、
こ
の
二
人
の
名
の
上
に
「
未
」
と
記
し
て
い

る
。
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鬼
室
石
次
等
連
署
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
〇
九
～
三
一
〇

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

63

75
訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
玖
佰
文
〈
利
は
各
十
三
文
〉
質
は
調
布

拾

端
。

貳

壹

壹

番
上

鬼
室
石
次

貫
文
〈
布
四
端
〉

壹

物
部
常
石

貫
文
〈
布
四
端
〉

壹

舩
木
麻
呂

伍
佰
文
〈
布
二
端
〉

大
伴
真
尋

肆
佰
文
〈
布
一
端
〉

右
件
の
錢
は
料
〔
を
給
は
ら
む
〕
日
に
至
ら
ば
數
に
依
り
て
将
に
進
上
せ
む
。

み

ぎ

仍
り
て
其
の
状
を
録
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
九
月
七
日

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
・
朱
）

「
十
一
月
廿
六
日
を
以
て
一
千
三
百
廿
五
文
を
納
む
。
一
千
文
は
本
、
三
百
廿
五
文

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

は
二
月
又
十
日
の
利
」

「
十
一
月
廿
七
日
を
以
て
六
百
六
十
五
文
を
納
む
。
五
百
文
は
本
、
一
百
六
十
五
文

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

は
二
月
又
十
五
日
の
利
」

「
十
一
月
卅
日
、
五
百
廿
二
文
を
納
む
。
〈
四
百
文
は
本
、
一
百
廿
二
文
は
二
月
又

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

廿
日
の
利
〉
」

「
納
む
る
所
、
一
千
四
百
卅
四
文
〈
十
二
月
廿
日
〉
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

「
十
二
月
廿
五
日
を
以
て
納
む
る
所
、
一
千
四
百
五
十
五
文
〈
一
千
文
は
本
、
四
百

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

五
十
五
文
は
三
月
之
又
十
五
日
の
利
〉

見
に
納
む
、
一
千
一
百
廿
五
文
〈
一
千
文
は
本
、
一
百
廿
五
文
は
利
〉

げ
ん未

、
三
百
卅
文
」

「
鬼
室
石
次
之
」

（
返
済
記
録
６
）

な
り
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注
釈

毎
日
出
勤
す
る
「
長
上
」
に
対
し
、
分
番
方
式
（
番
を
作
っ
て
当
番
の
日
に

番
上

出
勤
す
る
）
で
勤
務
す
る
官
職
の
こ
と
。
舎
人
・
史
生
・
伴
部
・
使
部
・
六
位
以
下

散
位
等
。

経
師
。
右
京
人
・
石
鋤
に
も
作
る
。
天
平
十
年
か
ら
宝
亀
四
年
ま
で
見

鬼
室
石
次

き
し
つ
の
い
は
す
き

え
る
。
月
借
銭
解
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

経
師
。
月
借
銭
解
で
は
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参

物
部
常
石

も
の
の
べ
の
と
こ
い
は

49
57
63
76
96

49

照
。

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

舩
木
麻
呂

ふ
な
き
の
ま
ろ

26
49
63
86
87
103

26

装
潢
。
真
廣
に
も
作
る
。
宝
亀
二
年
、
奉
写
一
切
経
所
に
出
仕
。
宝
亀

大
伴
真
尋

お
お
と
も
の
ま
ひ
ろ

三
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

54
63

54

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

「
料
の
日
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
「
料
給
日
」
と
す
る
の
が
定
型
で

料
日

あ
る
の
で
、
「
給
」
を
書
き
落
と
し
た
も
の
と
考
え
て
補
っ
た
。

の
注
釈
「
當
料

4

給
日
」
お
よ
び
補
注
参
照
。

＊
返
済
記
録

物
部
常
石
の
も
の

1

＊
返
済
記
録

舩
木
麻
呂
の
も
の

2

＊
返
済
記
録

大
伴
真
尋
の
も
の

3

＊
返
済
記
録

鬼
室
石
次
の
も
の

4

＊
返
済
記
録

鬼
室
石
次
の
も
の

5

＊
返
済
記
録

返
済
記
録

が
鬼
室
石
次
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
石
次
は

6

5

（
十
二
月
二
十
日
）
に
一
四
三
四
文
納
め
る
は
ず
が
納
め
な
か
っ
た
ら
し
く
、

4

5

（
同
月
二
十
五
日
）
に
更
に
、
五
日
分
の
利
子
二
一
文
を
上
乗
せ
し
た
一
四
五
五
文

を
支
払
う
べ
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
に
納
め
た
の
は
一
一
二
五
文
で
、

三
三
〇
文
は
未
納
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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念
林
老
人
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
一
〇

続
続
修
四
十
―
一
裏
第

紙

64

74

訓
読
文

解
す
。
月
借
錢
三
百
文

右
の
錢
、
要
須
な
り
。
趣
に
照
ら
し
て
使
に
付
し
て
給
ひ
下
す
可
し
。

七
月
八
日

念
林
老
人

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
１
・
朱
）

「
更

壹
貫
文

八
月
二
日
」

（
別
筆
２
）

「
同
月
十
二
日
を
以
て
二
百
文
を
請
く
。
〈
念
林
宅
成
〉
」

（
別
筆
３
）

「
一
月
又
廿
日
の
利

六
十
二
文
」

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

「
一
千
六
十
文
」

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
四
百
卅
文
を
納
む
。
〈
三
百
文
は
本
、
一
百
卅
文
は
三
月

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

又
十
日
の
利
〉
」

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
納
め
了
る
、
一
月
又
十
五
日
の
利
、
卅
九
文
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

注
釈

唐
代
口
語
で
、
ど
う
し
て
も
～
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
の
意
。
同
義
結
合
の
二

要
須

音
節
語
。
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
三
号
所
収
、
松
尾
良
樹
「
『
日
本
書
紀
』
と
唐
代

口
語
」
に
よ
る
）
「
要
須
因

物

為

名
」
（
安
閑
紀
元
年
十
月
）
、
「
要
須
役

者
、

か
な
ら
ず
も
の
に
よ
り
て
な
を
な
す

か
な
ら
ず
え
き
す
べ
く
は

不
在
此
例
」
（
賦
役
令

）
な
ど
。
「
要
須
道
理
分

明

応

教
」
（
欽
明
紀
十

こ
の
か
ぎ
り
に
あ
ら
ず

あ
る
べ
き
だ
う
り
あ
き
ら
か
に
み
こ
と
の
り
し
た
ま
へ

33

六
年
八
月
）
は
無
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
い
い
、
「
必
須
・
必
要
」
に
同
じ
。
こ
こ

は
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
、
と
い
う
意
で
用
い
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

経
師
。

参
照
。

念
林
老
人

ね
ん
り
ん
ろ
う
じ
ん

6

経
師
。

参
照
。
な
ぜ
こ
こ
に
宅
成
の
名
が
あ
る
の
か
は
不
明
。

念
林
宅
成

ね
ん
り
ん
や
か
な
り

12

—　32　—

正倉院文書の訓読と注釈　月借銭解編　第六分冊



さ
ら
に
。

の
注
釈
参
照
。

更

22
23
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音
太
部
野
上
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
一
〇
～
三
一
一

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

65

73

訓
読
文

音
太
部
野
上
解
す
。

借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
漆
佰
文
〈
利
は
百

別
に
十
三
文
〉

ひ
ゃ
く
ご
と

右
件
の
錢
者
、
料
を
給
は
ら
む
日
に
當
於
り
て
本
利
共
に
數
の
如
く
将
に
進
上
せ
む
。

み

ぎ

は

あ

た

仍
り
て
状
を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
八
月
廿
八
日

償

出
雲
乎
麻
呂

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
１
・
朱
）

「
十
一
月
廿
三
日
を
以
て
九
百
卌
三
文
を
納
む
。
〈
七
百
文
は
本
。
二
百
卌
三
文
は

（
返
済
記
録
）

二
月
又
廿
日
の
利
〉
」

注
釈

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

音
太
部
野
上

お

と

ほ

べ

の

の

が

み

38
51
65
87
98

38

「
漆
」
は
「
七
」
の
大
字
。
「
佰
」
は
一
画
少
な
い
。
字
体
は
写
真
参
照
。

漆
佰
文

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

料
を
給
わ
る
日
に
な
っ
た
ら
、
の
意
。
「
當
於
」
は
二
音
節
前
置

當
於
料
給
日

詞
。

の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

4

3

元
本
も
利
息
も
と
も
に
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

本
利
共

1

償
人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。
「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

出
雲
乎
麻
呂

い

づ

も

の

を

ま

ろ

20
28
34
37
65

20
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金
月
足
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
一
一
～
三
一
二

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

66

72

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
伍
伯
文
〈
利
は
毎
百
文
に
十
三
文
を
加
ふ
。
〉

ひ
ゃ
く
も
ん
ご
と

右
件
の
錢
は
二
箇
月
の
内
を
限
り
て
将
に
本
〔
利
〕
并
せ
て
進
上
せ
む
。
仍
り
て

み

ぎ

事
の
状
を
注
し
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
六
月
十
六
日

専
受

金
月
足

償

丈
部
濱
足

「
員
に
依
り
て
行
へ

司
」

（
別
筆
）

「
九
月
十
二
日
を
以
て
六
百
八
十
五
文
を
納
む
。
〈
五
百
文
は
本
、
一
百
八
十
五
文

（
返
済
記
録
・
朱
）

は
二
月
又
廿
五
日
の
利
〉
」

注
釈

一
人
で
こ
の
借
銭
を
受
け
取
り
、
債
務
を
負
う
こ
と
を
表
す
。

の
注
釈
お

専
受

2

よ
び
補
注

参
照
。

2経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

の
注
釈

金
月
足

こ
む
の
つ
き
た
り

3
29
42
52
66
68
83
91
101
104

3

参
照
。償

人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。
「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
に
見
え
る
。
月
借
銭
解

丈

部

濱

足

は
せ
つ
か
べ
の
は
ま
た
り

で
は

に
見
え
る
。

2
29
34
52
62
66
75
91
103
104
106

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1
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「
本
利
并
」(

）

本

利

并

〔

〕

2
3
8
10
14
15
18
21
23
29
32
34
41
59
60
61
81
91
96
103
206

と
す
る
の
が
定
型
表
現
な
の
で
、
「
利
」
を
書
き
落
と
し
た
と
考
え
て
補
っ
た
。

「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
他
に
、
「
本
利
具
備
」(

)

、
「
本
利
備
」(

）
、

74
86

37

「
本
利
共
」(

)

「
本
利
倶
」(

）
、
「
本
利
儲
備
」(

)

、

1
24
48
62
65
75
94
98
106

22

7

「
本
利
並
」
（

)

、
「
並
本
利
」(

)

、
「
并
本
利
」
（

)

「
本
利
加
」(

28
52
102

5

30

67

）
、
「
加
本
利
」(

)

、
「
并
加
本
利
」(

)

、
「
本
利
并
成
」(

）
が

97

22
25
49
95

49

8

あ
る
。
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坂
合
部
秋
人
月
借
銭
解

一
九
ノ
三
一
二

続
続
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

67

71

訓
読
文

坂
合
部
秋
人
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
参
佰
文
〈
利
は
百
別
十
三
文
〉
質
物
は
板
屋
壹
間

右
件
の
錢
は
一
箇
月
を
限
り
て
員
に
依
り
て
本
利
加
へ
て
進
納
せ
む
。
仍
り
て
具

み

ぎ

さ
に
事
の
状
を
注
し
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
三
年
六
月
十
五
日

償

布
師
千
尋

「
員
に
依
り
て
行
へ

司

之
」

（
別
筆
）

つ
か
さ
な
り

「
正
月
廿
三
日
、
五
百
八
十
七
文
を
納
む
。
〈
三
百
文
は
本
、
二
百
八
十
七
文
は
七

（
返
済
記
録
・
朱
）

月
之
又
十
日
の
利
〉
」

注
釈

仕
丁
。
神
護
景
雲
四
年
、
奉
写
一
切
経
所
に
出
仕
。
宝
亀
二
年
、
干

坂
合
部
秋
人

さ
か
ひ
べ
の
あ
き
ひ
と

丁
と
し
て
奉
写
一
切
経
所
に
出
仕
し
て
い
る
。
月
借
銭
解
で
は
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

「
加
本
利
」
が
正
格
の
漢
文
の
語
順
。

本
利
加償

人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。
「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

東
大
寺
写
経
所
官
人
。

参
照
。

布
師
千
尋

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

ぬ

の

し

ち

ひ

ろ

31
36
55
67
81

31

大
日
古
で
は
「
布
利
千
尋
」
に
お
こ
す
が
写
真
に
よ
り
訂
正
。

『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
所
収

山
下
有
美
「
月
借
銭
再
考
」
に
よ
れ

司
之

ば
、
貸
し
出
す
金
の
財
源
を
司
か
ら
将
来
し
た
銭
か
ら
ま
か
な
う
と
い
う
意
味
。
1

の
注
釈
「
司
」
参
照
。
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秦
國
依
月
借
銭
解

十
九
ノ
三
一
三

続
々
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

68

70

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
参
佰
文
〈
質
は
大
刀
身
三
隻
、
利
は
毎
百
文

に
十
三
文
を
加
ふ
。
〉

ひ
ゃ
く
も
ん
ご
と

右
は
一
箇
月
の
内
を
限
り
て
受
け
給
は
る
。
仍
り
て
事
の
状
を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
四
月
十
四
日

専
受
人

秦
國
依

償

金
月
足

「
員
に
依
り
て
下
し
充
て
よ

司
」

「
九
月
廿
九
日
を
以
て
二
百
八
文
を
納
む
。
〈
三
百
文
之
五
箇
月
又
十
日
の
利
〉
」

（
返
済
記
録
・
朱
）

の

注
釈

「
参
」
の
字
体
は
写
真
参
照
。
桑
原
祐
子
『
正
倉
院
文
書
の
国
語
学
的
研

参
佰
文

究
』
「
文
字
の
形
と
語
の
識
別

「
参
」
の
二
つ
の
字
形

」
参
照
。
「
佰
」

ー

ー

も
一
画
少
な
い
字
体
。
写
真
参
照
。

月
借
銭
解
で
は
、
給
せ
ら
れ
る
べ
き
布
ま
た
は
家
屋
敷
、
田
を
質
に

大
刀
身
三
隻

す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
国
養
（

）
、
婢

48

（

）
、
季
録
の
「
夏
衣
服
」
（

）
「
冬
衣
服
」
（

）
が
あ
る
。

69

18
27

9
60

「
専
受
」
は
一
人
で
こ
の
借
銭
を
受
け
取
り
、
債
務
を
負
う
こ
と
を
表
す
。

専
受
人

の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

2

2

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

秦
國
依

は
た
の
く
に
よ
り

償
人
。
債
務
者
の
逃
亡
如
何
に
拘
わ
ら
ず
支
払
い
保
証
を
す
る
。
「
保
人
」

償（

）
は
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
保
証
を
す
る
（
雑
令

）
。

207

19

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

の
注
釈

金
月
足

こ
む
の
つ
き
た
り

3
29
42
52
66
68
83
91
101
104

3

参
照
。
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＊
異
筆
「
不
用
」
の
文
字
あ
り
。
写
真
参
照
。
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玉
作
廣
長
客
乙
麻
呂
月
借
銭
解

十
九
ノ
三
一
三
～
三
一
四

続
々
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

69

69訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て

貫
〈
毎
月
に
百
文
の
利
は
十
三
文
〉
質
物
は
婢
阿
古
女
〈
年
卅
〉

壹

つ
き
ご
と

右
、
二
箇
月
の
内
を
限
り
て
請
ふ
所
件
の
如
し
。
若
し
進
納
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ば

質
物
を
沽
り
成
し
て
将
に
進
上
せ
む
。
今
事
の
状
を
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
三
年
四
月
二
日

玉
作
廣
長

相
知
受

客
乙
麻
呂

「
同
日
を

以
て
五
百
文
を
充
つ
〈
一
百
文
は
上
な
り
。
四
百
文
は
司
な
り
。
之
中

（
別
筆
１
・
朱
）

こ
の
う
ち

卅
九
文
は
利
〉
」

「
同
月
十
二
日
を
以
て
五
百
文
を
下
し
充
て
よ
〈
司

人
々
の
利
の
内
〉
行
へ

上
馬

（
別
筆
２
・
朱
）

養

」

「
四
年
正
月
十
一
日
を
以
て
且
く
絁
一
匹
を
納
む
〈
一
千
文
に
准
ふ
〉
」

（
返
済
記
録
・
朱
）

注
釈

上
は
上
馬
養
。
司
は
奉
写
一
切
経
司
。
貸
し
出
す
金
の
財

一
百
文
上

四
百
文
司

源
の
内
訳
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

1

貸
し
出
す
金
の
財
源
を
示
し
て
い
る
。

の
注
釈
「
司
」
参
照
。

人
々
利
内

1

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
事
」
を
翻
刻
し
落
と
し
て
い
る
。
写
真
参
照
。

注
事
状

「
知
」
で
あ
る
と
同
時
に
こ
も
ご
も
「
受
」
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な

相
知
受

い
か
と
考
え
る
。

「
知
」
は
事
務
取
扱
者
と
し
て
関
知
し
て
い
る
と
い
う
意
味
。
月
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借
銭
解
中
に
は
「
知

布
師
千
尋
」
（

）
と
い
う
例
が
あ
る
。
客
乙
麻
呂
は
こ
の

43

こ
と
を
知
る
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ
一
貫
文
の
借
銭
を
玉
作
廣
長
と
と
も
に
受
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
名
義
抄
に
「
相
」
を
「
コ
モ
ゴ
モ
・
タ
ガ
ヒ
ニ
」
な

ど
と
訓
む
。

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

玉

作

廣

長

た
ま
つ
く
り
の
ひ
ろ
な
が

写
経
所
の
官
人
か
。
名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。
「
客
」
は
「
ま
ら

客
乙
麻
呂

ま
ら
ひ
と
の
を
と
ま
ろ

ひ
と
」
。
稀
に
来
る
人
の
意
。
「
賓
客

末
良
比
止
」
（
和
名
抄
）
「
（
賓
客
）
ま

ら
ひ
と
の
今
の
薬
師
尊
か
り
け
り
」
（
仏
足
石
歌
）

絁
一
匹
を
以
て
一
千
文
と
見
立
て
る
の
意
。

准
一
千
文
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秦
道
形

大
羅
嶋
守
月
借
銭
解

十
九
ノ
三
一
四
～
三
一
五

続
々
修
四
十
ー
一
裏
第

紙

70

68
訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
陸
伯
文
〈
毎
月
に
利
七
十
八
文
を
加
ふ
。

つ
き
ご
と

右
件
の
錢
は
一
箇
月
の
内
を
限
り
て
請
ふ
所
件
の
如
し
。
仍
り
て
事
の
状
を
注

み

ぎ

し
て
謹
み
て
申
す
。

寳
龜
三
年
三
月
五
日

秦
道
形

大
羅
嶋
守

「
員
に
依
り
て
充
て
よ

一
切

上
馬
養
」

（
別
筆
・
朱
）

「
六
月
十
四
日
を
以
て
二
百
六
十
文
を
納
む
。
〈
三
月
之
又
十
日
の
利
〉

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

定
六
百
文
」

「
十
一
月
廿
四
日
を
以
て
一
千
卌
二
文
を
納
む
。
〈
六
百
文
は
本
、
四
百
卌
二
文
は

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

五
月
又
廿
日
の
利
〉
」

注
釈

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

右
件

1

経
師
。
装
潢
。
道
方
に
も
作
る
。
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
宝
亀
三
年
に
見

秦
道
形

は
た
の
み
ち
か
た

え
る
。
月
借
銭
解
は
こ
の
一
通
の
み
。

経
師
。
大
編
・
大
網
に
も
作
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え

大

羅

嶋

守

お
ほ
よ
さ
み
の
し
ま
も
り

41
70
102
105

る
。

残
り
の
意
。
負
債
の
残
高
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

定
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＊
返
済
記
録

で
六
月
十
四
日
ま
で
の
利
子
の
み
支
払
い
、
負
債
残
高
が
六
百
文
で

1

あ
る
こ
と
を
示
す
。

＊
返
済
記
録

は
、
そ
れ
以
降
の
五
ヶ
月
と
二
十
日
分
の
利
子
と
元
本
六
百
文
の
返

2

済
の
記
録
。

＊
返
済
記
録

は

紙
と
の
つ
な
ぎ
目
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。

2

67
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補
注

（

）

７

大
生
子
敷

み

ぶ

の

こ

し

き

48

正
倉
院
文
書
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
、
「
大
」
の
字
が
つ
く
場
合
と
つ
か
な
い
場
合

の
同
名
異
表
記
が
あ
る
。

大
磯
部
白
髪
＝
磯
部
白
髪

大
春
日
五
百
世
＝
春
日
五
百
世

大
私
国
栖
＝
私
国
栖

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
大
生
部
」
も
「
大
」
の
字
の
つ
か
な
い
「
生
部
」
と
同
じ
と
考

え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

生
部
＝
壬
生

（
石
代
）
（
猪
万
呂
）
な
ど
。

生
部
＝
壬
生
＝
壬
生
部
（
年
足
）

壬
生
＝
壬
生
部

（
人
成
）
（
君
長
）
な
ど
。

の
同
名
異
表
記
か
ら
「
生
部
」
と
「
壬
生
」
と
「
壬
生
部
」
は
同
名
と
考
え
ら
れ
る
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
三
』
九
三
頁
頭
注
に
「
大
生
部
」
は
『
姓
氏

録
』
に
は
見
え
な
い
が
、
「
壬
生
部
」
と
同
性
格
の
「
生
部
」
の
一
種
か
、
と
す
る
。

「
壬
生
部
」
は
古
代
の
部(

べ)

の
一
種
で
、
「
乳
部
」
に
も
つ
く
る
。
文
字
ど
お
り

皇
子
女
の
資
養
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
七

年
八
月
丁
丑
《
九
日
》
条
に
、
「
為
大
兄
去
来
穂
別
皇
子
定
壬
生
部
」
、
推
古
天
皇

十
五
年
月
二
月
庚
辰
朔
条
に
、
「
定
壬
生
部
」
と
あ
る
。
ま
た
皇
極
天
皇
二
年
十
一

月
丙
子
朔
条
に
は
、
蘇
我
臣
入
鹿
に
攻
め
ら
れ
た
山
背
大
兄
皇
子
に
、
そ
の
従
者
が

東
国
の
乳
部
に
依
拠
し
て
再
起
を
図
る
べ
く
提
言
す
る
所
伝
が
み
え
る
。

日
本
書
紀
の
、
蘇
我
蝦
夷
が
上
宮
の
乳
部
の
民
を
集
め
て
墓
の
造
営
を
さ
せ
た
条

に

乳
部
、
此
云
美
父

（
皇
極
紀
元
年
十
二
月
）

と
割
注
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
乳
部
」
は
「
ミ
ブ
ベ
」
で
は
な
く
、
「
ミ
ブ
」

と
読
ま
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
大
生
部
・
大
生
・
生
部
・
壬
生
・
壬
生

部
」
も
ミ
ブ
と
読
ん
で
よ
い
と
考
え
る
。

大
生
部
多
（
皇
極
紀
三
年
七
月
）
は
京
都
博
物
館
蔵
（
東
洋
文
庫
旧
蔵
）
の
『
日

本
書
紀
巻
第
廿
四
』
の
平
安
後
期
点
に
「
大
生

部

」
と
あ
り
、
「
お
ほ
ふ
べ
の

フ

の

お
ほ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
栄
原
永
遠
男
先
生
は
「
み
ぶ

べ
」
と
読
む
と
考
え
て
お
ら
れ
る
（
直
話
）
。
平
安
後
期
に
は
「
お
ほ
ふ
べ
」
と
も

読
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
奈
良
時
代
に
は
「
み
ぶ
」
と
読
ん
で
い
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（

）

８

借
貸

204

借
貸
は
一
般
に
、
正
税
稲
穀
の
無
利
子
貸
与
を
言
い
、
国
司
を
対
象
と
す
る
も
の

(

借
貸
・
国
司
借
貸)

と
百
姓
を
対
象
と
す
る
も
の(

借
貸
・
藁
貸
・
賑
貸)

と
が
あ
る
。

国
司
借
貸
制
度
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
つ
く
ら
れ
、
同
十
年
（
七
三
八
）
三

月
に
停
止
さ
れ
た
。
国
司
へ
の
俸
禄
の
一
種
で
あ
る
と
か
、
天
平
四
、
五
年
の
飢
饉

に
際
し
て
の
国
司
俸
禄
の
補
償
策
で
あ
る
と
か
の
見
解
が
あ
る
。
同
十
七
年
に
公
廨

稲
制
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
国
司
借
貸
の
性
格
を
引
き
継
ぐ
得
分
と
な
っ
た
。

延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
、
公
廨
稲
が
停
止
さ
れ
、
国
司
借
貸
が
復
活
し
た
。
そ
の

後
も
停
止
さ
れ
た
り
、
復
活
し
た
り
し
て
い
る
。
（
以
上
『
国
史
大
事
典
』
に
よ

る
）
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
文
書
の
書
か
れ
た
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
は
、
国
司

借
貸
の
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
に
当
た
る
。
大
倭
目
と
い
う
肩
書
き
は
国
司
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
国
司
借
貸
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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百
姓
を
対
象
と
す
る
借
貸
は

詔
曰
。
諸
国
大
税
。
三
年
之
間
。
借
貸
給
之
。
勿
収
其
利
。

（
『
続
日
本
紀
』
巻
五
和
銅
四
年
十
一
月
壬
辰
《
廿
二
》
）

勅
。
和
泉
監
。
紀
伊
。
淡
路
。
阿
波
等
国
。
遭
旱
殊
甚
。
五
穀
不
登
。
宜
今
年

之
間
借
貸
大
税
。
令
続
百
姓
産
業
。

（
『
続
日
本
紀
』
巻
十
一
天
平
五
年
閏
三
月
己
巳
《
戊
辰
朔
二
》
）

の
よ
う
に
、
百
姓
の
窮
乏
を
恤
済
す
る
た
め
、
大
税
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
半
倍
（
五
割
）
の
利
子
を
取
る
稲
粟
出
挙
に
つ
い
て
も
借
貸

と
い
う
例
が
あ
る
。

天
平
宝
字
三
年
四
月
八
日
付
の
「
生
江
臣
息
嶋
解
」
に
見
え
る
「
借
貸
稲
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

生
江
息
嶋
解

申
人
々
所
物
勘
事

一
秦
廣
人
所
勘
物
参
仟
参
佰
漆
拾
束

肆
分

壹
把

見
受
稲
参
仟
参
佰
参
拾
参
束

（
中
略
）

一
借
貸
稲

佰
束
給

御
書
無
不
勘
、

貳

支
云
、
之
利
百
束
、

（
以
下
略
）

こ
の
解
文
は
、
越
前
の
東
大
寺
荘
園
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
生
江
息
嶋
か
ら
の

造
東
大
寺
司
主
典
の
安
都
雄
足
宛
の
報
告
書
で
あ
る
。
「
借
貸
稲

佰
束
給
ひ
き
と

貳

云
へ
り
。
そ
の
利
百
束
、
御
書
に
無
け
れ
ば
、
勘
せ
ず
」
こ
れ
に
よ
る
と
、
借
貸
稲

を
百
姓
に
二
百
束
貸
し
出
し
て
、
半
倍
の
利
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
利
息

に
つ
い
て
は
、
御
書
す
な
わ
ち
、
安
都
雄
足
か
ら
の
お
手
紙
に
何
も
書
い
て
な
か
っ

た
の
で
勘
し
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
稲
粟
出
挙
に
つ
い
て
も
借
貸
と
言
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
雑
令

、
以
稲
粟
条
』
に
「
凡
以
稲
粟
出
挙
者
。
任
依
私

20

契
。
官
不
為
理
。
仍
以
一
年
為
断
。
不
得
過
一
倍
。
其
官
半
倍
。
」
と
あ
り
、
天
平

九
年
に
は
私
稲
出
挙
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
禁
止
の
後
も
銭
財
出
挙
と
詐

っ
て
私
稲
出
挙
が
盛
行
し
た
ら
し
い
（
天
平
勝
宝
三
年
九
月
四
日
官
符
）
。

の
借
貸
が
百
姓
に
対
す
る
無
利
子
貸
与
の
借
貸
か
、
八
箇
月
半
倍
の
利
息
の
銭

204
財
出
挙
な
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
八
月
内
」
が
期
間
を
表
す
も
の
な
ら
ば
、

銭
財
出
挙
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。

付
記な

お
、
写
真
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
（
八
木

書
店
）
を
用
い
た
。
釈
文
は
、
東
大
資
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の

釈
文
を
原
文
の
体
裁
の
ま
ま
転
載
し
た
。
八
木
書
店
・
東
大
資
料
編
纂
所
に
は
転
載

許
可
を
頂
い
た
。
正
倉
院
事
務
所
に
は
届
け
出
た
。
い
ず
れ
も
便
宜
を
図
っ
て
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
書
は
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
松
尾
良
樹

教
授
の
授
業
「
中
国
言
語
文
化
構
造
論
」
に
お
い
て
、
松
尾
教
授
の
指
導
の
下
、
桑

原
祐
子
氏
、
黒
田
洋
子
氏
、
中
川
ゆ
か
り
氏
、
田
川
真
千
子
氏
の
助
言
を
得
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
水
絢
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）

（
二
〇
一
五
年
十
二
月
九
日
補
訂
）
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